
 
 

令和６年度 農業クラブ県連大会壮行会にあたり 
 

 

                               校長  森 武晴 

 

農業クラブ県連大会は、今年度、本校が事務局を担い、１９日に各種発表、平板測量競

技、家畜審査競技、日をあらためて、来月３１日に農業鑑定競技がおこなわれます。 

今週１９日にはプロジェクト発表をはじめ、４つの競技において、県内農業系高校か

ら、代表の選手が各競技会場に集まり、長崎県連の「最優秀賞」獲得を目指して、熱い戦

いが繰り広げられると思います。 

さて、ここにいる本校代表の皆さん、これまで、放課後や休日に練習・準備・学習と大

変だったと思います。大会当日は、緊張感漂う、空気が張り詰めたような会場になると思

われますが、開催が地元島原であるという地の利を最大限に生かして、どうか自分の力

を、いつもどおりに発揮できるよう、「集中力」や「平常心」を保ちながら、自分の持つ

実力を十二分に発揮してほしいと期待しております。自信を持って大会にのぞみ、先輩方

が築いた昨年度以上の活躍をしてきてください。 

 

プロジェクト発表や意見発表などの発表部門においては、今年度の農業クラブ九連大会

は、鹿児島で開催されます。各分野では、それぞれ接戦が予想されますが、ぜひ九連「鹿

児島大会」への出場を目指して頑張ってください。また、全国に繋がる競技においても、

ぜひ長崎県の代表となれるよう最後まで頑張ってほしいと思います。 

 

最後に、先日の高総体と同様、農業クラブの大会も「県内の農業系高校生の品位」が問

われる場でもあります。選手はもちろんのこと、各競技において係となっている皆さん、

挨拶や言葉遣いなど、会場での皆さんの立ち振る舞いが、事務局を任された島農生にふさ

わしいものであってほしいと期待します。  

 

皆さんの健闘を祈ります。 

 

令和６年６月（農業クラブ県連大会選手壮行式 校長あいさつ） 

 


